
(57)【要約】

【課題】　弾性度が調整されており、容易に製造可能な

内視鏡用可撓管を提供する。

【解決手段】　可撓管２０には、第１、第２螺旋部材２

５、２７を含む螺旋管２４が設けられている。第１、第

２螺旋部材２５、２７においては、可撓管２０が湾曲で

きるように、螺旋管２４の軸方向に隙間が設けられてい

る。第１螺旋部材２５の隙間にある第１バネ３６は、可

撓管２０の内視鏡スコープ側にのみ選択的に設けられ、

先端部側には設けられていない。このため、被観察体に

挿入される可撓管２０の先端部側には、弾性の低い低弾

性領域２０Ｓが形成され、先端部とは反対の内視鏡スコ

ープ側には、弾性のより高い高弾性領域２０Ｈが形成さ

れる。このように、所望の位置にのみ第１バネ３６を配

置し、可撓管２０の弾性度を調整する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 帯 状 部 材 を 、 隙 間 が 設 け ら れ る よ う に し て 螺 旋 状 に 巻 い た 螺 旋 管 と 、
　 前 記 隙 間 に お い て 前 記 帯 状 部 材 に 沿 っ て 伸 縮 す る 弾 性 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 弾 性 部 材 が 、 前 記 隙 間 に お い て 選 択 的 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 弾 性 部 材 を 含 む 高 弾
性 領 域 と 、 前 記 弾 性 部 材 を 含 ま な い 低 弾 性 領 域 と が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用
可 撓 管 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 低 弾 性 領 域 が 、 内 視 鏡 観 察 に お い て 被 観 察 体 に 挿 入 さ れ る 先 端 部 に 形 成 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弾 性 部 材 が 、 前 記 隙 間 内 に お い て 、 前 記 帯 状 部 材 に 繰 り 返 し 接 す る よ う に 蛇 行 す る
波 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 帯 状 部 材 に 、 前 記 弾 性 部 材 が 嵌 合 す る た め の 溝 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 螺 旋 管 の 軸 方 向 に お け る 前 記 帯 状 部 材 の 隙 間 の 長 さ が 、 ０ ． ５ ～ １ ． ５ （ ｍ ｍ ） で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ６ 】
　 帯 状 部 材 を 、 隙 間 が 設 け ら れ る よ う に し て 螺 旋 状 に 巻 い た 螺 旋 管 と 、
　 前 記 隙 間 に お い て 前 記 帯 状 部 材 に 沿 っ て 伸 縮 す る 波 状 の 弾 性 部 材 と を 備 え 、 前 記 弾 性 部
材 が 第 １ の 周 波 数 を 有 す る 高 弾 性 領 域 と 、 前 記 弾 性 部 材 が 前 記 第 １ の 周 波 数 よ り も 低 い 第
２ の 周 波 数 を 有 す る 低 弾 性 領 域 と が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ７ 】
　 周 波 数 の 異 な る 複 数 の 前 記 弾 性 部 材 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡
用 可 撓 管 。
【 請 求 項 ８ 】
　 帯 状 部 材 を 、 隙 間 を 設 け る よ う に 螺 旋 状 に 巻 い て 螺 旋 管 を 形 成 し 、
　 前 記 隙 間 に 、 前 記 帯 状 部 材 に 沿 っ て 伸 縮 す る よ う に 弾 性 部 材 を 選 択 的 に 配 置 し 、
　 前 記 弾 性 部 材 を 含 む 高 弾 性 領 域 と 、 前 記 弾 性 部 材 を 含 ま な い 低 弾 性 領 域 と を 形 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 帯 状 部 材 に 、 前 記 弾 性 部 材 が 嵌 合 す る た め の 溝 を 設 け た 後 に 、 前 記 帯 状 部 材 を 螺 旋
状 に 巻 い て 前 記 螺 旋 管 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 螺 旋 管 の 外 周 側 に 網 状 部 材 を 配 置 し 、
　 前 記 網 状 部 材 の 表 面 を 外 皮 で 覆 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の
製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 の 可 撓 管 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 装 置 に お い て は 、 撮 像 素 子 等 が 内 蔵 さ れ た ス コ ー プ を 被 写 体 で あ る 人 体 の 内 部 に
送 り 込 む た め に 、 可 撓 管 が 用 い ら れ る 。 内 視 鏡 用 の 可 撓 管 は 、 一 般 に 、 帯 状 の 金 属 片 を 巻
い た 螺 旋 管 と 、 螺 旋 管 の 外 側 に 配 置 さ れ た 網 状 部 材 と 、 網 状 部 材 の 表 面 を 覆 う 樹 脂 等 の 外
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皮 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 視 鏡 用 の 可 撓 管 は 、 被 写 体 観 察 、 患 部 の 処 置 等 を 容 易 に す る た め 、 先 端 部 に 近 い 領 域
ほ ど 弾 性 が 低 く て 軟 ら か く 、 湾 曲 し 易 い こ と が 好 ま し い 。 そ の 一 方 で 、 挿 入 、 脱 離 操 作 を
容 易 に す る た め に 、 オ ペ レ ー タ の 手 元 側 、 す な わ ち 基 端 部 に 近 い 領 域 で は 、 弾 性 が 高 く 、
硬 く て 湾 曲 し に く い こ と が 必 要 と さ れ る 。 そ こ で 、 弾 性 度 を 調 整 す る た め に 、 複 数 の 樹 脂
を 異 な る 比 率 で 混 合 さ せ て 外 皮 を 形 成 し た 内 視 鏡 用 可 撓 管 、 お よ び そ の 製 造 方 法 が 知 ら れ
て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ２ － １ ３ １ ７ ３ ８ 号 公 報 （ 第 ４ 欄 ～ 第 ７ 欄 、 第 １ 図 、 第 ２ 図 第 ４ 図
、 第 ９ ～ １ ２ 図 等 参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 複 数 の 樹 脂 の 混 合 比 率 を 変 え て 外 皮 を 構 成 す る 場 合 、 混 合 比 率 の 調 整 や 、 樹 脂 を 均 等 に
混 合 さ せ る 工 程 等 が 必 要 と な り 、 可 撓 管 の 製 造 工 程 が 複 雑 化 す る 。 さ ら に 、 複 数 の 樹 脂 の
混 合 比 率 を 変 化 さ せ な が ら 正 確 に 混 合 し て 吐 出 す る 装 置 な ど 、 特 別 な 製 造 装 置 が 必 要 と な
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 弾 性 が 調 整 さ れ て お り 、 容 易 に 製 造 可 能 な 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 提 供 を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 内 視 鏡 用 可 撓 管 は 、 帯 状 部 材 を 、 隙 間 が 設 け ら れ る よ う に し て 螺 旋 状 に
巻 い た 螺 旋 管 と 、 螺 旋 管 の 隙 間 に お い て 帯 状 部 材 に 沿 っ て 伸 縮 す る 弾 性 部 材 と を 備 え 、 弾
性 部 材 が 、 隙 間 に お い て 選 択 的 に 配 置 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 弾 性 部 材 を 含 む 高 弾 性 領 域
と 、 弾 性 部 材 を 含 ま な い 低 弾 性 領 域 と が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 低 弾 性 領 域 は 、 内 視 鏡 観 察 に お い て 被 観 察 体 に 挿 入 さ れ る 先 端 部 に 形 成 さ れ る こ と が 好
ま し い 。 ま た 弾 性 部 材 は 、 例 え ば 、 螺 旋 管 の 隙 間 内 に お い て 帯 状 部 材 に 繰 り 返 し 接 す る よ
う に 蛇 行 す る 波 状 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 帯 状 部 材 に は 、 弾 性 部 材 が 嵌 合 す る た め の 溝 が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、
螺 旋 管 の 軸 方 向 に お け る 帯 状 部 材 の 隙 間 の 長 さ は 、 ０ ． ５ ～ １ ． ５ （ ｍ ｍ ） で あ る こ と が
望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 内 視 鏡 用 可 撓 管 は 、 帯 状 部 材 を 、 隙 間 が 設 け ら れ る よ う に し て 螺 旋 状 に
巻 い た 螺 旋 管 と 、 螺 旋 管 の 隙 間 に お い て 帯 状 部 材 に 沿 っ て 伸 縮 す る 波 状 の 弾 性 部 材 と を 備
え 、 弾 性 部 材 が 第 １ の 周 波 数 を 有 す る 高 弾 性 領 域 と 、 弾 性 部 材 が 第 １ の 周 波 数 よ り も 低 い
第 ２ の 周 波 数 を 有 す る 低 弾 性 領 域 と が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 そ し て 第 ２ の 内 視 鏡
用 可 撓 管 は 、 周 波 数 の 異 な る 複 数 の 弾 性 部 材 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 は 、 帯 状 部 材 を 、 隙 間 を 設 け る よ う に 螺 旋 状 に 巻 い
て 螺 旋 管 を 形 成 し 、 螺 旋 管 の 隙 間 に 、 帯 状 部 材 に 沿 っ て 伸 縮 す る よ う に 弾 性 部 材 を 選 択 的
に 配 置 し 、 弾 性 部 材 を 含 む 高 弾 性 領 域 と 、 弾 性 部 材 を 含 ま な い 低 弾 性 領 域 と を 形 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 可 撓 管 の 製 造 方 法 に お い て は 、 帯 状 部 材 に 、 弾 性 部 材 が 嵌 合 す る た め
の 溝 を 設 け た 後 に 、 帯 状 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 い て 螺 旋 管 を 形 成 す る こ と が 好 ま し く 、 ま た 、
螺 旋 管 の 外 周 側 に 網 状 部 材 を 配 置 し 、 網 状 部 材 の 表 面 を 外 皮 で 覆 う こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 弾 性 が 調 整 さ れ て お り 、 容 易 に 製 造 可 能 な 内 視 鏡 用 可 撓 管 を 実 現 で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け
る 内 視 鏡 ス コ ー プ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 視 鏡 ス コ ー プ １ ０ は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 （ 図 示 せ ず ） の 一 部 で あ っ て 、 吸 引 ボ タ ン １ ２
、 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン １ ４ な ど の 操 作 ボ タ ン を 有 す る 操 作 部 １ ６ と 、 操 作 部 １ ６ か ら 延 出 し
、 被 写 体 で あ る 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 管 ２ ０ と を 含 む 。 可 撓 管 ２ ０ の 先 端 部 ２ ２ に
は 、 被 写 体 画 像 を 生 成 す る た め の 撮 像 素 子 、 対 物 レ ン ズ 等 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 可 撓 管 ２ ０ は 、 人 体 内 に 挿 入 さ れ る た め に 湾 曲 可 能 で あ り 、 特 に 、 被 写 体 観 察 や 患 部 の
処 置 を 容 易 に す る た め に 、 先 端 部 ２ ２ の 付 近 は 大 き い 角 度 で 曲 げ る こ と が で き る 。 ま た 、
内 視 鏡 ス コ ー プ １ ０ は 、 操 作 部 １ ６ が 電 子 内 視 鏡 装 置 の プ ロ セ ッ サ （ 図 示 せ ず ） に 取 付 け
ら れ て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 可 撓 管 ２ ０ の 一 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 可 撓 管 ２ ０ に は 、 螺 旋 管 ２ ４ と 、 螺 旋 管 ２ ４ の 表 面 を 覆 う よ う に 、 螺 旋 管 ２ ４ の 外 周 側
に 配 置 さ れ た 網 状 部 材 ２ ６ と が 設 け ら れ て い る 。 螺 旋 管 ２ ４ は 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ と 第 ２
螺 旋 部 材 ２ ７ と を 含 む 。 そ し て 網 状 部 材 ２ ６ の 外 側 に は 、 網 状 部 材 ２ ６ の 表 面 を 覆 う 、 樹
脂 製 の 外 皮 層 ３ ０ が 設 け ら れ て い る 。 外 皮 層 ３ ０ は 、 可 撓 管 ２ ０ の 表 面 に あ っ て 、 被 写 体
で あ る 患 者 の 体 液 や 消 毒 液 等 が 可 撓 管 ２ ０ の 内 部 に 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ５ 、 ２ ７ は 、 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ７ が 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 外 側 の
表 面 に 接 す る よ う に 互 い に 積 層 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ お よ び 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ５ 、 ２ ７
に お い て は 、 可 撓 管 ２ ０ が 湾 曲 で き る よ う に 、 螺 旋 管 ２ ４ の 軸 方 向 に 隙 間 が 設 け ら れ て い
る 。 第 １ お よ び 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ５ 、 ２ ７ は 、 互 い に 異 な る 方 向 に 沿 っ て 帯 状 部 材 を 螺 旋 状
に 巻 く こ と に よ り 形 成 さ れ て い る た め 、 一 方 の 隙 間 に 他 方 の 螺 旋 部 材 が 嵌 合 し て し ま う こ
と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 隙 間 に は 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ を 形 成 す る 帯 状 部 材 に 沿 っ て 延 び る 第
１ バ ネ ３ ６ （ 弾 性 部 材 ） が 設 け ら れ て い る 。 第 １ バ ネ ３ ６ は 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 隙 間 内
に お い て 、 帯 状 部 材 の 側 面 に 繰 り 返 し 接 し な が ら 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 軸 方 向 に 山 を 形 成
す る よ う に 蛇 行 す る 波 状 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 般 的 に 、 内 視 鏡 用 可 撓 管 に お い て は 、 被 写 体 観 察 、 患 部 の 処 置 等 を 容 易 に す る た め 、
被 観 察 体 で あ る 人 体 に 挿 入 さ れ る 先 端 部 に 近 い 領 域 ほ ど 軟 ら か く 、 湾 曲 し 易 い こ と が 好 ま
し い 。 一 方 、 オ ペ レ ー タ が 保 持 す る こ と の 多 い 、 先 端 部 と は 反 対 側 の 端 部 、 す な わ ち 内 視
鏡 ス コ ー プ に 近 い 領 域 は 、 可 撓 管 の 挿 入 、 お よ び 脱 離 の 操 作 の た め に 、 硬 く て 湾 曲 し に く
い こ と が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の た め 、 第 １ バ ネ ３ ６ は 、 内 視 鏡 ス コ ー プ １ ０ 側 に の み 選 択 的 に 設 け ら れ て お り 、 可
撓 管 ２ ０ の 先 端 部 ２ ２ （ 図 １ 参 照 ） 側 に お い て は 設 け ら れ て い な い 。 こ の 結 果 、 被 観 察 体
に 挿 入 さ れ る 先 端 部 ２ ２ 側 に は 、 弾 性 度 が 低 く 、 軟 ら か い 低 弾 性 領 域 ２ ０ Ｓ が 形 成 さ れ 、
先 端 部 ２ ２ と は 反 対 の 内 視 鏡 ス コ ー プ １ ０ 側 に は 、 弾 性 度 が よ り 高 く 、 硬 い 高 弾 性 領 域 ２
０ Ｈ が 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 螺 旋 管 ２ ４ の 内 側 、 す な わ ち 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 内 側 に は 、 撮 像 素 子 に よ り 生 成
さ れ た 画 像 信 号 を プ ロ セ ッ サ に 送 信 す る た め の ケ ー ブ ル や 、 プ ロ セ ッ サ に あ る 光 源 （ 図 示
せ ず ） か ら の 光 を 通 過 さ せ る ラ イ ト ガ イ ド 、 送 気 ・ 送 水 管 （ い ず れ も 図 示 せ ず ） 等 が 通 っ
て い る 。 ま た 、 螺 旋 管 ２ ４ の 内 径 お よ び 外 径 は い ず れ も 一 定 で あ り 、 網 状 部 材 ２ ６ 、 外 皮
層 ３ ０ の 厚 さ も 一 定 で あ る こ と か ら 、 可 撓 管 ２ ０ の 径 も ま た 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 螺 旋 管 ２ ４ を 構 成 す る 第 １ お よ び 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ５ 、 ２ ７ は 、 い ず れ も 螺 旋 状 の ス テ ン
レ ス 鋼 に よ り 形 成 さ れ て い る が 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 他 に 銅 合 金 等 が 用 い ら れ て も 良 い 。 ま た
、 網 状 部 材 ２ ６ は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 細 線 が 網 状 に 配 置 さ れ た も の で あ り 、 細 線 の 材 料 と し
て は 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 他 に 、 銅 合 金 、 あ る い は 樹 脂 が 使 用 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ バ ネ ３ ６ は 、 第 １ お よ び 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ５ 、 ２ ７ と 同 様 に 、 例 え ば ス テ ン レ ス 鋼 に
よ り 形 成 さ れ 、 こ こ で は Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ の 細 線 が 使 用 さ れ る 。 そ し て そ の 直 径 は 、 可 撓 管 ２
０ の 収 縮 を 防 止 す る た め に ０ ． ０ ５ （ ｍ ｍ ） 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ま た 可 撓 管 ２ ０
の 湾 曲 性 を 良 好 に 保 つ た め に 、 ０ ． ５ （ ｍ ｍ ） 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で は 、 第
１ バ ネ ３ ６ の 直 径 は ０ ． １ （ ｍ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 外 皮 層 ３ ０ と し て は 、 例 え ば 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 エ チ
レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 等 の ポ リ オ レ フ ィ ン 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー
ト （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 、 ポ リ ブ チ テ レ フ タ レ ー ト 等 の ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ ス チ レ ン
樹 脂 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 エ チ レ ン － テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 共 重 合 体 等 の フ
ッ 素 系 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 等 の 可 撓 性 を 有 す る 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 、 ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ
リ オ レ フ ィ ン 系 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 ポ リ ス チ レ ン 系 、 フ ッ 素 系 等 の 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー 等
が 使 用 さ れ る 。 そ し て 、 こ れ ら の 樹 脂 等 を 複 数 組 合 せ て 、 外 皮 層 ３ ０ の 材 料 と し て も 良 い
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 外 皮 層 ３ ０ は 、 可 撓 管 ２ ０ の 耐 久 性 と 湾 曲 性 と の い ず れ も が 良 好 で あ る よ う に 、
０ ． １ ～ １ ． ０ （ ｍ ｍ ） 程 度 の 厚 さ で あ る こ と が 好 ま し く 、 こ こ で は ０ ． ５ （ ｍ ｍ ） で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 引 き 続 き 、 可 撓 管 ２ ０ の 製 造 方 法 に つ き 説 明 す る 。 図 ３ は 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 形 成 に
用 い ら れ る 帯 状 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ４ は 、 帯 状 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 い て 形 成 さ れ た
第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま ず 、 幅 が ３ ． ２ （ ｍ ｍ ） で 厚 さ が ０ ． ２ （ ｍ ｍ ） の ス テ ン レ ス 鋼 の 帯 状 部 材 ３ ９ を 巻
き 回 し 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ を 形 成 す る （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ こ で 、 螺 旋 管 ２ ４ の 軸 方 向 に お け
る 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 隙 間 の 長 さ 、 す な わ ち 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の ピ ッ チ Ｐ は 、 可 撓 管 ２ ０
が 適 度 な 湾 曲 性 と 強 度 と を 有 す る よ う に 、 ０ ． ５ ～ １ ． ５ （ ｍ ｍ ） の 範 囲 内 で あ る こ と が
好 ま し い 。 そ し て 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の ピ ッ チ Ｐ は １ ． ０ （ ｍ ｍ
） で 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 細 線 に 曲 げ 加 工 を 施 し 、 波 状 の 第 １ バ ネ ３ ６ （ こ こ で は 図 示 せ
ず ） を 形 成 す る 。 こ の 第 １ バ ネ ３ ６ を 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 所 定 の 領 域 、 す な わ ち 可 撓 管
２ ０ に お け る 高 弾 性 領 域 ２ ０ Ｈ に 対 応 す る 領 域 に あ る 隙 間 に 、 公 知 の 手 法 に よ り 選 択 的 に
配 置 す る 。 さ ら に 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 外 側 の 表 面 に 積 層 す る よ う に 、 同 じ 帯 状 部 材 ３ ９
を 巻 き 回 し て 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ７ （ こ こ で は 図 示 せ ず ） と し 、 二 重 構 造 の 螺 旋 管 ２ ４ を 形 成
す る 。 な お 、 螺 旋 管 ２ ４ の 内 径 、 す な わ ち 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 内 径 は お よ そ ８ ． ６ （ ｍ ｍ
） で あ り 、 螺 旋 管 ２ ４ の 外 径 、 す な わ ち 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ７ の 外 径 は お よ そ ９ （ ｍ ｍ ） で あ
る 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 螺 旋 管 ２ ４ の 外 周 に 、 ス テ ン レ ス 鋼 の 細 線 を 網 組 し て 網 状 部 材 ２ ６ を 設 け 、 可
撓 管 ２ ０ の 中 間 体 と し て 、 螺 旋 管 ２ ４ 、 第 １ バ ネ ３ ６ 、 お よ び 網 状 部 材 ２ ６ か ら 成 る 芯 材
（ 図 示 せ ず ） を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ は 、 外 皮 層 ３ ０ を 成 形 す る た め に 作 動 中 の 押 出 し 成 形 機 の 一 部 を 示 す 図 で あ る 。 図
６ は 、 図 ５ に 示 す 押 出 し 成 形 機 の ヘ ッ ド 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 押 出 し 成 形 機 ４ ０ は 、 押 出 し 機 ４ ２ と 、 ヘ ッ ド 部 ４ ４ と を 含 む 。 押 出 し 機 ４ ２ は 、 樹 脂
な ど の 成 形 材 料 を 加 熱 し つ つ ヘ ッ ド 部 ４ ４ に 送 り 出 し 、 ヘ ッ ド 部 ４ ４ は 、 管 状 部 材 を 押 出
す よ う に 移 動 さ せ な が ら 、 押 出 し 機 ４ ２ か ら 送 り 出 さ れ た 成 形 材 料 を 管 状 部 材 の 表 面 に 向
け て 吐 出 す る 。 こ の 押 出 し 成 形 機 ４ ０ に よ り 、 管 状 部 材 の 表 面 を 樹 脂 な ど の 成 形 材 料 で 覆
う 押 出 し 成 形 が 行 な わ れ る 。 こ こ で は 、 以 下 に 述 べ る よ う に 、 押 出 し 成 形 機 ４ ０ を 用 い た
押 出 し 成 形 に よ り 、 管 状 部 材 で あ る 芯 材 の 表 面 に 外 皮 層 ３ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま ず 、 外 皮 層 ３ ０ の 材 料 で あ る ポ リ オ レ フ ィ ン 系 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー （ Ｔ Ｐ Ｏ ） の 固
形 樹 脂 ４ ６ を 、 押 出 し 機 ４ ２ の 材 料 投 下 口 Ｍ か ら 、 シ リ ン ダ ４ ８ 内 に 適 量 ず つ 投 下 す る 。
シ リ ン ダ ４ ８ に は 、 ス ク リ ュ ー ５ ０ が 設 け ら れ て お り 、 ス ク リ ュ ー ５ ０ は 、 所 定 の 速 度 で
回 転 す る 。 シ リ ン ダ ４ ８ 内 は 、 予 め 所 定 の 温 度 と な る よ う に 加 熱 さ れ て い る た め 、 投 下 さ
れ た 固 形 樹 脂 ４ ６ は 、 熱 せ ら れ て 徐 々 に 溶 け な が ら ス ク リ ュ ー ５ ０ の 表 面 に 付 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス ク リ ュ ー ５ ０ の 表 面 に は 、 螺 旋 状 に 巻 付 け ら れ た 帯 状 の 部 材 ５ ２ の 間 に 溝 が 形 成 さ れ
て い る 。 そ し て 、 ス ク リ ュ ー ５ ０ が 回 転 す る と 、 加 熱 さ れ た Ｔ Ｐ Ｏ は 、 徐 々 に 流 動 性 を 増
し な が ら ス ク リ ュ ー ５ ０ 表 面 の 溝 内 を 流 れ 、 ス ク リ ュ ー ５ ０ の 先 端 部 ５ ０ Ｔ に 向 け て 運 ば
れ る 。 さ ら に 、 Ｔ Ｐ Ｏ は 、 ス ク リ ュ ー 先 端 部 ５ ０ Ｔ か ら ヘ ッ ド 部 ４ ４ 内 に 設 け ら れ た 供 給
路 ５ ４ に 流 れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ヘ ッ ド 部 ４ ４ に は 、 芯 材 な ど の 管 状 部 材 を 、 軸 方 向 に 所 定 の 速 度 で 移 動 さ せ る た め の 搬
送 路 ５ ６ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 供 給 路 ５ ４ と 搬 送 路 ５ ６ と は つ な が っ て お り 、 供 給
路 ５ ４ を 通 過 し た Ｔ Ｐ Ｏ は 、 搬 送 路 ５ ６ を 矢 印 Ａ の 示 す 軸 方 向 に 移 動 し て い る 芯 材 ５ ８ の
表 面 に 吐 出 さ れ 、 冷 却 さ れ て 硬 化 す る （ 図 ６ 参 照 ） 。 こ の よ う に 、 網 状 部 材 ２ ６ の 表 面 を
覆 う Ｔ Ｐ Ｏ の 外 皮 層 ３ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ う し て 形 成 さ れ る 外 皮 層 ３ ０ の 厚 さ は 、 押 出 し 成 形 に お け る 芯 材 ５ ８ の 引 き 速 度 、 加
熱 さ れ る Ｔ Ｐ Ｏ の 温 度 、 吐 出 量 に 基 づ い て 調 整 さ れ 、 こ こ で は 約 ０ ． ５ （ ｍ ｍ ） で あ る 。
な お 、 網 状 部 材 ２ ６ の 少 な く と も 一 部 を 樹 脂 で 形 成 し て い た 場 合 、 網 状 部 材 ２ ６ の 樹 脂 と
Ｔ Ｐ Ｏ と を 溶 融 さ せ る こ と に よ り 、 網 状 部 材 ２ ６ と 外 皮 層 ３ ０ と は 、 よ り 強 固 に 結 合 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 隙 間 に お い て 、 所 望 の 位 置 に の
み 第 １ バ ネ ３ ６ を 配 置 す る こ と に よ り 、 可 撓 管 ２ ０ の 弾 性 度 を 調 整 す る こ と が で き る 。 そ
し て 第 １ バ ネ ３ ６ は 、 既 存 の 手 法 に よ っ て 所 定 の 位 置 に 容 易 に 配 置 で き る た め 、 第 １ バ ネ
３ ６ の 配 置 に よ っ て は 可 撓 管 ２ ０ の 製 造 工 程 は 複 雑 化 し な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 複 数 の 第 １ バ ネ ３ ６ の 配 置 間 隔 を 調 整 す る こ と に よ り 、 可 撓 管
２ ０ の 弾 性 度 を 調 整 し て も 良 い 。 こ の 場 合 、 可 撓 管 ２ ０ の 先 端 部 ２ ２ 側 に お い て は 、 内 視
鏡 ス コ ー プ １ ０ 側 に お け る よ り も 長 い 間 隔 で 、 よ り 少 な い 第 １ バ ネ ３ ６ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ バ ネ ３ ６ の 形 状 は 波 状 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 螺 旋 状
で あ っ て も 良 い 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ７ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 可 撓 管 ２ ０ の 一 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 図 ８ は 、 本 実
施 形 態 に お い て 用 い ら れ る 複 数 の バ ネ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ バ ネ ３ ６ の み が 使 用 さ れ て い た の に 対 し 、 本 実 施 形 態
の 可 撓 管 ２ ０ に お い て は 、 複 数 の バ ネ が 用 い ら れ る 。 す な わ ち こ こ で は 、 周 波 数 の み が 互
い に 異 な り 、 直 径 な ど の 大 き さ や 材 質 が 同 じ 第 ２ バ ネ ３ ７ と 第 ３ バ ネ ３ ８ （ い ず れ も 弾 性
部 材 ） と が 、 そ れ ぞ れ 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の 隙 間 に 選 択 的 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 示 す る よ う に 、 第 ２ バ ネ ３ ７ は 第 ３ バ ネ ３ ８ よ り も 高 い 周 波 数 を 有 し て お り 、 第 １ 螺
旋 部 材 ２ ５ に 接 す る 頂 点 の 間 隔 が 短 い 。 従 っ て 、 可 撓 管 ２ ０ の 第 ２ バ ネ ３ ７ を 含 む 領 域 に
お い て は 、 軸 方 向 に お け る 単 位 長 さ 当 た り の バ ネ 量 が 、 第 ３ バ ネ ３ ８ を 含 む 領 域 よ り も 多
く （ 図 ８ 参 照 ） 、 こ の た め 、 第 ３ バ ネ ３ ８ を 含 む 領 域 よ り も 弾 性 度 が 高 い 。 そ こ で 、 本 実
施 形 態 に お い て は 、 第 ２ バ ネ ３ ７ を 可 撓 管 ２ ０ の 内 視 鏡 ス コ ー プ １ ０ 側 に 配 置 し て 高 弾 性
領 域 ２ ０ Ｈ を 形 成 し 、 第 ３ バ ネ ３ ８ を 先 端 部 ２ ０ 側 に 配 置 し て 低 弾 性 領 域 ２ ０ Ｓ を 形 成 し
て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 で は 、 周 波 数 が 異 な る 第 ２ お よ び 第 ３ バ ネ ３ ７ 、 ３ ８ を 用 い る
こ と に よ り 、 可 撓 管 ２ ０ の 弾 性 度 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 可 撓 管 ２ ０ を 容 易 に 製 造 す る た め 、 周 波 数 の 異 な る 複 数 の 第 ２
、 第 ３ バ ネ ３ ７ 、 ３ ８ を 用 い る こ と が 好 ま し い が 、 周 波 数 の 異 な る 領 域 を 持 つ 一 本 の バ ネ
を 使 用 し て も 良 い 。 ま た 、 第 ２ 、 第 ３ バ ネ ３ ７ 、 ３ ８ の い ず れ と も 異 な る 周 波 数 を 有 す る
バ ネ を さ ら に 用 い て 、 よ り 細 か く 可 撓 管 ２ ０ の 弾 性 度 を 調 整 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の み な ら ず 、 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ７ に お い て も バ ネ を 配 置 す る こ と に よ り
高 弾 性 領 域 ２ ０ Ｈ を 設 け て も 良 い 。 ま た 、 先 端 部 ２ ２ に お い て 、 第 ２ バ ネ ３ ７ を 始 め と す
る い か な る バ ネ を も 配 置 し な い こ と に よ り 、 本 実 施 形 態 よ り も 湾 曲 し 易 い 低 弾 性 領 域 ２ ０
Ｓ を 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ９ は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 帯 状 部 材 で あ る 、 第 １ 加 工 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、
図 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 第 ２ 加 工 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 １ １ は 、 長 さ 方 向 に
垂 直 な 平 面 で 帯 状 部 材 を 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て は 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ を 形 成 す る た め に 用 い ら れ る 帯 状 部 材 が
、 こ れ ま で の 実 施 形 態 と は 異 な る 。 す な わ ち 、 第 １ お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 未
加 工 の 帯 状 部 材 ３ ９ （ 図 ３ 参 照 ） を 巻 き 回 し て 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ を 形 成 し た の に 対 し 、 本
実 施 形 態 に お い て は 、 帯 状 部 材 ３ ９ の 側 面 に 加 工 が 施 さ れ た 第 １ 加 工 部 材 ４ １ 、 も し く は
第 ２ 加 工 部 材 ４ ３ が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 １ お よ び 第 ２ 加 工 部 材 ４ １ 、 ４ ３ に は 、 第 １ バ ネ ３ ６ が 嵌 合 す る た め の 第 １ お よ び 第
２ 溝 ４ １ Ｌ 、 ４ ３ Ｌ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る （ 図 ９ ～ １ １ 参 照 ） 。 こ の た め 、 第 １ 、 第
２ 加 工 部 材 ４ １ 、 ４ ３ の い ず れ か を 用 い て 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ を 形 成 す る と 、 波 状 の 第 １ バ
ネ ３ ６ の 頂 点 部 分 が 第 １ も し く は 第 ２ 溝 ４ １ Ｌ 、 ４ ３ Ｌ に 嵌 合 し 、 第 １ バ ネ ３ ６ が 第 １ 螺
旋 部 材 ２ ５ か ら 離 脱 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 １ も し く は 第 ２ 加 工 部 材 ４ １ 、 ４ ３ を 用 い て 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ を 形 成 す る 場 合 、 帯 状
部 材 ３ ９ の 側 面 ３ ９ Ｓ を 公 知 の 手 法 に よ っ て 削 り 、 第 １ 、 第 ２ 溝 ４ １ Ｌ 、 ４ ３ Ｌ を 設 け た
後 に 、 第 １ も し く は 第 ２ 加 工 部 材 ４ １ 、 ４ ３ を 螺 旋 状 に 巻 き 回 し て 螺 旋 管 ２ ４ を 形 成 す る
（ 図 １ １ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 の よ う に 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 １ 、 第 ２ 溝 ４ １ Ｌ 、 ４ ３ Ｌ を 設 け た 第 １ 、 第 ２ 加
工 部 材 ４ １ 、 ４ ３ を 用 い る こ と に よ り 、 可 撓 管 ２ ０ は 、 湾 曲 時 等 に お い て も 第 １ バ ネ ３ ６
が 所 定 の 位 置 か ら 外 れ る こ と の な い 、 安 定 し た 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 第 １ 、 第 ２ 溝 ４ １ Ｌ 、 ４ ３ Ｌ の 形 状 は 、 第 １ バ ネ ３ ６ を 保 持 で き る 限 り 、 本 実 施
形 態 に は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 第 １ 、 第 ２ 加 工 部 材 ４ １ 、 ４ ３ が 用 い ら れ る バ ネ は 、 第 １
バ ネ ３ ６ に 限 定 さ れ ず 、 第 ２ 、 第 ３ バ ネ ３ ７ 、 ３ ８ で あ っ て も 良 い 。 そ し て 、 こ れ ら の 第
１ ～ 第 ３ バ ネ ３ ６ ～ ３ ８ は 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ の み な ら ず 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ７ に 配 置 さ れ て
も 良 く 、 そ の 場 合 に お い て は 、 第 １ 、 第 ２ 加 工 部 材 ４ １ 、 ４ ３ は 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ と と
も に 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ７ の 形 成 に も 使 用 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 い ず れ の 実 施 形 態 に お い て も 、 第 １ ～ 第 ３ バ ネ ３ ６ ～ ３ ８ の 材 質 は 、 ス テ ン レ ス 鋼 に 限
定 さ れ ず 、 他 の 金 属 、 例 え ば 銅 合 金 等 で あ っ て も 良 い 。 さ ら に 第 １ ～ 第 ３ バ ネ ３ ６ ～ ３ ８
の 直 径 に つ い て も 同 様 で あ り 、 先 述 の 実 施 形 態 に お け る 値 に は 限 ら れ な い 。 そ し て 第 １ ～
第 ３ バ ネ ３ ６ ～ ３ ８ は 、 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ に 代 わ り 、 あ る い は 第 １ 螺 旋 部 材 ２ ５ と と も に
第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ７ に 設 け ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 さ ら に 、 い ず れ の 実 施 形 態 に お い て も 、 螺 旋 管 ２ ４ 、 網 状 部 材 ２ ６ 、 外 皮 層 ３ ０ 、 帯 状
部 材 ３ ９ 等 の 材 質 、 形 状 、 サ イ ズ 等 は 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 内 視 鏡 観 察 の 対 象 部 位 等
に 応 じ て 調 整 す る こ と が で き る 。 例 え ば 螺 旋 管 ２ ４ は 、 第 １ お よ び 第 ２ 螺 旋 部 材 ２ ５ 、 ２
７ を 積 層 さ せ た 二 重 構 造 で は な く 、 単 一 の 螺 旋 管 ２ ４ か ら 成 る 一 重 構 造 で あ っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 内 視 鏡 ス コ ー プ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 可 撓 管 の 一 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 螺 旋 部 材 の 形 成 に 用 い ら れ る 帯 状 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 帯 状 部 材 を 螺 旋 状 に 巻 い て 形 成 さ れ た 第 １ 螺 旋 部 材 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 外 皮 層 を 成 形 す る た め に 作 動 中 の 押 出 し 成 形 機 の 一 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す 押 出 し 成 形 機 の ヘ ッ ド 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る 可 撓 管 の 一 部 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 用 い ら れ る 複 数 の バ ネ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 帯 状 部 材 で あ る 、 第 １ 加 工 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 帯 状 部 材 で あ る 、 第 ２ 加 工 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 長 さ 方 向 に 垂 直 な 平 面 で 帯 状 部 材 を 切 断 し た 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ２ ０ 　 可 撓 管 （ 内 視 鏡 用 可 撓 管 ）
　 ２ ４ 　 螺 旋 管
　 ２ ６ 　 網 状 部 材
　 ３ ０ 　 外 皮 層 （ 外 皮 ）
　 ３ ６ 　 第 １ バ ネ （ 弾 性 部 材 ）
　 ３ ７ 　 第 ２ バ ネ （ 弾 性 部 材 ）
　 ３ ８ 　 第 ３ バ ネ （ 弾 性 部 材 ）
　 ３ ９ 　 帯 状 部 材
　 ４ １ 　 第 １ 加 工 部 材 （ 帯 状 部 材 ）
　 ４ １ Ｌ 　 第 １ 溝 （ 溝 ）
　 ４ ３ 　 第 ２ 加 工 部 材 （ 帯 状 部 材 ）
　 ４ ３ Ｌ 　 第 ２ 溝 （ 溝 ）
　 Ｐ 　 ピ ッ チ （ 隙 間 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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要解决的问题：提供一种用于内窥镜的挠性管，该挠性管的弹性可以调
节并且易于制造。 挠性管（20）具有包括第一螺旋构件（25）和第二螺
旋构件（27）的螺旋管（24）。 在第一螺旋构件25和第二螺旋构件27
中，在螺旋管24的轴向方向上设置有间隙，使得挠性管20可以弯曲。 在
第一螺旋构件25的间隙中的第一弹簧36选择性地仅设置在挠性管20的内
窥镜观察侧，而不设置在顶端侧。 因此，在插入观察对象物的挠性管20
的前端侧形成有低弹性低弹性区域20S，在与该前端部相反的内窥镜观察
侧，弹性较高。 形成高弹性区域20H。 因此，第一弹簧36仅布置在期望
的位置，并且柔性管20的弹性被调节。 [选择图]图2
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